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Ⅰ．調査の概要 

１ 調査目的 

  平成 26年度に実施した人権問題に関する市民意識調査から 6年が経過し、現在の状況を把握

するとともに、今後の浜田市における人権施策をより効果的に推進するための基礎資料とする

ことを目的に行う。 

２ 実施主体 

  浜田市 

３ 調査方法 

（１）調 査 対 象：浜田市に住民登録をしている 18歳以上の市民 

（２）標 本 数：1,500 人 

（３）標本抽出法：住民基本台帳からの無作為抽出 

（４）調 査 方 法：郵送方式 

（５）調 査 期 間：令和 3年（2021年）2月 15日（月）～ 3月 5日（金） 

（６）回 収 状 況：抽 出 標 本 数 1,500 

         郵 送 戻 り 数   6 

         実質調査対象数 1,494 

         回収数(回収率)  580（38.8％） 

４ 回答者の構成 

（１）性別構成 

 人数（人） 割合（％） 

男 性 266  45.9  

女 性 296  51.0  

その他 1  0.2  

無回答 17  2.9  

合 計 580  100.0  

（２）年代構成 

 人数（人） 割合（％） 

29歳以下 29  5.0  

30～39歳 48  8.3  

40～49歳 72  12.4  

50～59歳 88  15.2  

60～69歳 132  22.8  

70歳以上 194  33.4  

無回答 17  2.9  

合 計 580  100.0  
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Ⅱ．調査結果の概要 

《調査結果の見方》 

（１）比率は、原則として各設問の無回答を含む集計対象総数に対する百分比（％）を表してい

る。また、1人の対象に 2つ以上の回答を求めている設問では、百分比（％）の合計は 100％

を超える。 

（２）百分比（％）の表示は、小数点以下第 2位を四捨五入し、少数点第 1位までの表示として

いるため、必ずしも合計が 100とならない場合がある。 

（３）経年比較・島根県調査との比較は、比較する設問、選択肢及び選択条件などが一致してい

ないものもある。 

 

《比較に用いた過去調査・他調査》 

（１）平成 23年調査（浜田市） 

  ・調 査 名：人権問題に関する市民意識調査 

  ・調 査 時 期：平成 23年（2011年）4月 18日～5月 2日 

  ・調 査 対 象：浜田市に住民登録をしている 18歳以上の市民 1,000人 

  ・対象抽出方法：住民基本台帳からの無作為抽出 

  ・調 査 方 法：郵送法 

  ・回 収 状 況：有効回収数 457（45.7％） 

（２）平成 27年調査（浜田市） 

  ・調 査 名：人権問題に関する市民意識調査 

  ・調 査 時 期：平成 27年（2015年）3月 4日～3月 27日 

  ・調 査 対 象：浜田市に住民登録をしている 18歳以上の市民 1,500人 

  ・対象抽出方法：住民基本台帳からの無作為抽出 

  ・調 査 方 法：郵送法 

  ・回 収 状 況：有効回収数 649（43.4％） 

（３）平成 28年度調査（島根県） 

  ・調 査 名：平成 28年度 島根県人権問題県民意識調査 

  ・調 査 時 期：平成 28年（2016年）9月 23日～10月 14日 

  ・調 査 対 象：満 18歳以上の県内在住者 2,000人 

  ・対象抽出方法：層化無作為抽出法 

  ・調 査 方 法：郵送法 

  ・回 収 状 況：有効回収数 1,088（54.4％） 
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１ 人権尊重社会に対する感じ方 

問１ 今の社会は人権が尊重されていると思いますか。（○は１つ）※1 

 

 

 

※1 県調査（平成 28年度）の設問は、「今の島根県は、人権が尊重される社会になっていると思いますか。」と
なっている。 

 

問１の２ 問１で「３ どちらかといえばそうは思わない」又は「４ そうは思わない」

を選ばれた方にお聞きします。そう思われた理由は何ですか。（○はいくつでも） 

  

そう思う, 11.0%

どちらかといえばそう思う, 47.2%

どちらかといえばそうは思わない, 

34.0%

そうは思わない, 6.2% 無回答, 1.6%

11.0%

47.2%

34.0%

6.2%

1.6%

13.1%

52.4%

18.3%

7.2%

8.9%

11.0%

54.0%

25.6%

6.1%

3.2%

そう思う

どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそうは思わない

そうは思わない

無回答

今回調査(580人)

平成27年調査(649人)

県調査（平成28年度）(1088人)

67.4%

52.8%

47.6%

45.1%

39.5%

29.2%

6.0%

0.4%

51.9%

49.0%

37.7%

47.2%

16.5%

11.3%

4.9%

2.3%

自分勝手で他人の事を考えない人がいるか

ら

地域や職場で、いじめや嫌がらせ、うわさ話

などで人を傷つける人がいるから

いろいろな差別があるから

人権問題に無関心な人や他人事意識の人

がいるから

女性、子ども、障がい者、高齢者などに対す

る虐待や暴力があるから

学校でのいじめや教師による体罰などがあ

るから

その他

無回答
今回調査(233人)

県調査（平成28年度）（345人）

今回調査(580人) 
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２ 風習・慣習に対する意識 

問２ 日本にはいろいろな風習や慣習がありますが、次にあげるものについて、あなた

はどう思いますか。次の(1)～(5)のそれぞれについて、あなたの考えに最も近いも

のはどれですか。（○はそれぞれ１つずつ） 

 

（１）「ひのえうま」の生まれということで結婚することをいやがること 

 

 

（２）結婚式は「仏滅」の日を避けること 

 

  

0.7%

8.4%

58.1%

29.5%

3.3%

1.1%

13.1%

63.3%

17.7%

4.8%

当然のことと思う

おかしいと思うが、自分だけ反

対しても仕方がないと思う

間違っていると思う

その言い伝えや考え方自体を

知らない

無回答
今回調査(580人)

平成27年調査(649人)

16.2%

40.0%

34.7%

4.5%

4.7%

20.8%

29.9%

30.0%

14.9%

4.3%

当然のことと思う

おかしいと思うが、自分だけ反

対しても仕方がないと思う

間違っていると思う

その言い伝えや考え方自体を

知らない

無回答
今回調査(580人)

平成27年調査(649人)
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（３）葬式は「友引」の日を避けること 

 

 

（４）結婚式場で「○○家、△△家披露宴」といった掲示をすること 

 

 

（５）結婚相手を決めるときに相手方の身元調査をすること 

 

  

23.3%

42.2%

25.3%

4.5%

4.7%

28.2%

34.2%

20.6%

12.9%

4.0%

当然のことと思う

おかしいと思うが、自分だけ反

対しても仕方がないと思う

間違っていると思う

その言い伝えや考え方自体を

知らない

無回答
今回調査(580人)

平成27年調査(649人)

56.4%

21.9%

9.0%

7.9%

4.8%

56.2%

11.9%

6.3%

21.4%

4.2%

当然のことと思う

おかしいと思うが、自分だけ反

対しても仕方がないと思う

間違っていると思う

その言い伝えや考え方自体を

知らない

無回答
今回調査(580人)

平成27年調査(649人)

19.7%

24.7%

47.8%

3.3%

4.7%

27.1%

15.3%

39.1%

14.5%

4.0%

当然のことと思う

おかしいと思うが、自分だけ反

対しても仕方がないと思う

間違っていると思う

その言い伝えや考え方自体を

知らない

無回答
今回調査(580人)

平成27年調査(649人)
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３ 差別や人権侵害を受けた経験 

問３ 過去５年間くらいの間に、日常生活の中で、あなたご自身が差別や人権侵害を受

けたと感じたことがありますか。（○は１つ） 

 

 

 

 

４ 受けた差別や人権侵害の内容 

問４ 問３で「１ ある」と回答された方にお聞きします。差別や人権侵害を受けたと感

じたことはどのようなことですか。（○はいくつでも） 

 
※1 今回調査から新たに追加した。  

ある, 20.3%

ない, 78.6%

無回答, 1.0%

20.3%

78.6%

1.0%

24.3%

66.6%

9.1%

ある

ない

無回答 今回調査(580人)

平成27年調査(649人)

48.3%

32.2%

27.1%

18.6%

17.8%

16.9%

15.3%

14.4%

11.9%

5.9%

5.9%

8.5%

0.8%

38.6%

40.2%

30.4%

23.4%

20.1%

20.1%

28.8%

19.0%

9.8%

11.4%

8.7%

1.1%

職場での待遇、上司や同僚などの言動

地域社会での役割分担や、近隣の人などの

言動

社会や地域に残るしきたりや慣習

公務員などの対応や言動

家庭内での家事、子育てなどの役割分担や

家族の言動

福祉、年金、税金などの行政制度の仕組み

友人、親せきなどの言動

テレビや新聞、雑誌の内容や報道

企業などによる対応や言動

インターネットやSNSなどへの書き込み

学校での対応や言動 （※1）

その他

無回答
今回調査(118人)

平成27年調査(184人)

今回調査(580人) 
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５ 差別や人権侵害を受けたときの対応 

問５ 問３で「１ ある」と回答された方にお聞きします。そのとき、あなたはどうしま

したか。（○はいくつでも） 

 

６ 関心のある人権課題 

問６ あなたは、現在どんな人権課題に関心を持っていますか。（○はいくつでも）（※1） 

 

※1 平成 27年調査では、「○は 3つまで」としていた。 
※2 「性同一性障がい者の人権」という選択肢を、今回調査では「性的少数者の人権」に変更した。 
※3 今回調査から新たに追加した。  

73.7%

28.8%

16.1%

5.1%

1.7%

0.0%

5.9%

0.0%

だまってがまんした

身近な人（家族や親せき、職場の人や友人、

自治会や民生委員など）に相談した

相手に抗議した

法務局や人権擁護委員、県や市町村の相

談窓口に相談した

民間団体などに相談した

警察に相談・通報した

その他

無回答 今回調査(118人)

43.8%

40.7%

33.6%

33.6%

30.9%

30.2%

28.3%

20.0%

18.1%

16.2%

15.3%

14.8%

13.1%

9.7%

9.7%

8.8%

4.7%

2.1%

8.3%

2.1%

27.1%

41.1%

12.5%

8.5%

19.4%

36.8%

32.2%

18.2%

16.0%

2.3%

3.4%

10.8%

1.7%

6.0%

5.9%

インターネットやSNSなどによる人権侵害

障がいのある人の人権

女性の人権

患者及び感染者など（ハンセン病、HIV、肝炎ウイル

ス、新型コロナウイルスなど）の人権

プライバシーの保護

子どもの人権

高齢者の人権

北朝鮮当局によって拉致された被害者などの人権

（※3）

犯罪被害者とその家族の人権

ヘイトスピーチ（差別をあおる憎悪表現） （※3）

同和問題

性的少数者（同性愛者、性同一性障がい者など）の

人権 （※2）

外国人の人権

刑を終えて出所した人などの人権

ホームレスとなっている人々の人権 （※3）

人身取引（性的搾取、強制労働などを目的とした人身

取引） （※3）

アイヌの人々の人権 （※3）

その他

特にない

無回答

今回調査(580人)

平成27年調査(649人)
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７ 女性の人権問題 

問７ 女性の人権について、特にどのようなことが問題だと思いますか。 

（○はいくつでも） 

 
※1 「わからない」という選択肢は、県調査（平成 28年度）にはない。 

 

 

《今回調査の性別の比較》 

 

  

49.8%

42.9%

32.9%

25.9%

14.8%

2.8%

12.4%

5.0%

4.0%

41.0%

42.1%

38.1%

23.7%

16.7%

1.9%

15.0%

6.3%

男女の固定的な役割分担意識（「男は仕

事、女は家庭」など）があること

社会や地域に、男女に平等でないしきたり

や慣習が残っていること

職場における採用、昇進、賃金などについて

男女の差があること

企業や役所などの方針を決定する過程に女

性が十分参画できていないこと

夫や恋人などからの暴力があること

その他

特に問題だと思うことはない

わからない （※1）

無回答

今回調査(580人)

県調査（平成28年度）（1088人）

45.1%

43.2%

31.6%

28.9%

13.9%

2.6%

13.5%

6.0%

3.0%

55.1%

42.9%

35.5%

23.6%

15.9%

2.4%

11.5%

4.4%

3.0%

男女の固定的な役割分担意識（「男は仕

事、女は家庭」など）があること

社会や地域に、男女に平等でないしきたり

や慣習が残っていること

職場における採用、昇進、賃金などについて

男女の差があること

企業や役所などの方針を決定する過程に女

性が十分参画できていないこと

夫や恋人などからの暴力があること

その他

特に問題だと思うことはない

わからない

無回答
男性（266人）

女性（296人）
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８ 子どもの人権問題 

問８ 子どもの人権について、特にどのようなことが問題だと思いますか。 

（○はいくつでも）（※1） 

 

※1 平成 27年調査では、「○は 3つまで」としていた。 
※2 今回調査から新たに追加した。 

  

55.9%

55.5%

49.7%

42.6%

41.0%

40.2%

25.9%

18.3%

17.6%

15.5%

4.7%

1.4%

1.4%

4.1%

2.9%

38.1%

53.8%

43.3%

45.3%

26.5%

33.3%

12.0%

14.5%

12.3%

7.7%

0.9%

1.5%

1.5%

2.8%

いじめを見て見ぬふりをすること

暴力や「仲間はずれ」、「無視」などのいじめ

があること

子どもを成績や学歴だけで判断すること

家庭でのしつけなど、親の子育ての姿勢に問

題があること

インターネットやSNSでの嫌がらせがあること

親による暴力や育児放棄などの虐待がある

こと

地域全体で子どもを見守り、育てる環境に

なっていないこと

暴力や性などの有害な情報が流れているこ

と

子ども同士の仲間づくりや、集団での活動が

できていないこと

学校の教育に問題があること

学校の規則が厳しすぎること

その他

特に問題だと思うことはない

わからない （※2）

無回答
今回調査(580人)

平成27年調査(649人)
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９ 高齢者の人権問題 

問９ 高齢者の人権について、特にどのようなことが問題だと思いますか。 

（○はいくつでも）（※1） 

 
※1 平成 27年調査では、「○は 3つまで」としていた。 
※2 今回調査から新たに追加した。 

  

56.9%

28.8%

27.8%

23.3%

22.4%

15.3%

11.7%

10.5%

1.0%

9.0%

7.1%

2.8%

45.0%

26.8%

26.3%

28.7%

23.0%

18.6%

10.6%

9.9%

1.7%

11.9%

11.6%

悪徳商法や振り込め詐欺などの被害者にな

りやすいこと

認知症に対する誤解や偏見により不当な扱

いを受けること

これまでの経験や働ける能力を発揮する機

会が少ないこと

家庭や地域での役割がなく孤立すること

高齢者に対する暴力や拘束、介護の放棄な

どの虐待行為があること

高齢者の意見や行動が尊重されないこと

施設や病院における介護などでプライバ

シーが尊重されないこと

自分の年金が自由に使えなかったり、財産

が勝手に処分されたりすること

その他

特に問題だと思うことはない

わからない （※2）

無回答
今回調査(580人)

平成27年調査(649人)
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10 障がいのある人の人権問題 

問 10 障がいのある人の人権について、特にどのようなことが問題だと思いますか。 

（○はいくつでも）（※1） 

 
※1 平成 27年調査では、「○は 3つまで」としていた。 
※2 平成 27 年調査での選択肢「障がいがあることを理由に、乗車や店・施設の利用を断られること」を削除し、

今回調査から「障がいのある人に対する合理的配慮が不十分であること」という選択肢を追加した。 
※3 今回調査から新たに追加した。 
※4 「合理的配慮」：障がいのある人が日常生活や社会生活を送るうえで妨げとなる社会的障壁（利用しにくい施

設、制度、慣行、観念など）を取り除くために、状況に応じて行われる配慮。 

  

58.1%

44.0%

33.1%

23.4%

22.1%

21.4%

19.1%

16.0%

14.8%

12.2%

0.9%

4.0%

9.3%

3.8%

55.3%

42.2%

24.8%

28.8%

6.6%

17.6%

17.9%

10.2%

11.7%

6.9%

1.1%

7.4%

4.9%

障がいや障がいのある人への理解や認識

が十分でないこと

障がいのある人が働ける場所が少ないこと

道路や公共の施設のバリアフリー化が十分

でなく、外出しづらいこと

障がいのある人を虐待する、避ける、あるい

は傷つける言葉を使うこと

障がいがあることを理由に、乗車や店・施設

の利用を断られること （※2）

障がいのある人に対する合理的配慮（※4）

が不十分であること （※2）

職場や学校などで嫌がらせやいじめを受け

ること

身近な地域での福祉サービスが十分でない

こと

本人やその家族に対する結婚差別があるこ

と

スポーツ・文化活動・地域活動に気軽に参

加できないこと

学校の受入体制が十分でないこと

その他

特に問題だと思うことはない

わからない （※3）

無回答
今回調査(580人)

平成27年調査(649人)
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11 同和問題の認知経路 

問 11 同和問題についてはじめて知ったのは、どのようなきっかけでしたか。 

（○は１つ） 

 
※1 今回調査から新たに追加した。 

 

 

《今回調査の上位 2件の回答に係る年代別の比較》 

 

  

34.1%

21.4%

7.8%

4.3%

4.3%

3.6%

3.3%

2.8%

1.4%

5.5%

8.6%

2.9%

31.8%

22.8%

7.3%

3.6%

8.9%

5.4%

5.3%

5.8%

1.7%

4.8%

2.6%

学校の授業で教わった

家族、親戚の人から聞いた

講演会、研修会などで聞いた

職場の人から聞いた

テレビ、映画、新聞、本、イン

ターネット、SNSなどで知った

友達から聞いた

県・市町村の広報紙などで読ん

だ

近所の人から聞いた

その他

覚えていない

同和問題のことは知らない

（※1）

無回答

今回調査(580人)

平成27年調査(606人)

62.1%

64.6%

69.4%

47.7%

23.5%

11.3%

0.0%

0.0%

9.7%

18.2%

25.8%

33.0%

29歳以下（29人）

30～39歳（48人）

40～49歳（72人）

50～59歳（88人）

60～69歳（132人）

70歳以上（194人）

学校の授業で教わった

家族、親戚の人から聞いた
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12 同和問題が存在する原因や背景 

問 12 同和問題が今もなお存在する原因や背景として、あなたが思い当たるのは次のど

れですか。（○はいくつでも）（※1） 

 
※1 平成 27年調査では、「○は 3つまで」としていた。 

  

40.2%

38.1%

28.3%

27.1%

12.1%

12.1%

11.7%

8.8%

4.3%

15.9%

4.8%

53.1%

44.1%

30.4%

29.5%

14.7%

14.9%

8.1%

10.2%

3.6%

7.9%

5.1%

社会全体に残る偏見・差別意識

地域の人から伝えられる偏見・

差別意識

家族、親戚から伝えられる偏

見・差別意識

個人の理解不足

学校での人権・同和教育が十

分でないこと

行政の人権・同和問題の啓発

が十分でないこと

インターネットやSNSなどで伝え

られる偏見・差別意識

職場などで伝えられる偏見・差

別意識

その他

わからない

無回答
今回調査(580人)

平成27年調査(606人)
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13 同和地区の人との結婚 

問 13 結婚についてお聞きします。(1)(2)ともにお答えください。 

 

（１）仮に、あなたのお子さんが結婚しようとする相手が、同和地区の人であるとわか

った場合、あなたはどうしますか。（○は１つ）（※1） 

 

 

 

 

 
※1 平成 23年調査及び平成 27年調査では、既婚の方のみに回答を求めていた。 

  

親が口出しすべきことではないので、子

どもの意志を尊重する, 74.4%

親としては反対するが、子どもの意

志が強ければ仕方ない, 18.5%

家族の者や親戚の反対があれば、結

婚を認めない, 2.7%

絶対に結婚を認めない, 1.3% その他, 3.1%

74.4%

18.5%

2.7%

1.3%

3.1%

64.4%

26.9%

2.8%

1.2%

4.6%

63.2%

27.6%

4.1%

2.4%

2.6%

親が口出しすべきことではない

ので、子どもの意志を尊重する

親としては反対するが、子ども

の意志が強ければ仕方ない

家族の者や親戚の反対があれ

ば、結婚を認めない

絶対に結婚を認めない

その他
今回調査(546人)

平成27年調査(495人)

平成23年調査(340人)

今回調査(546人) 
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《今回調査の性別・年代別の比較》 

 

  

74.7%

73.8%

100.0%

100.0%

69.2%

82.5%

75.4%

61.6%

85.7%

84.0%

83.3%

69.6%

79.0%

63.4%

19.0%

18.4%

23.1%

12.5%

18.5%

29.1%

14.3%

8.0%

2.4%

21.7%

12.9%

31.2%

2.8%

2.8%

2.5%

1.5%

5.8%

2.4%

2.2%

4.8%

3.2%

1.6%

1.1%

2.5%

3.1%

1.2%

2.4%

2.2%

1.1%

2.0%

3.9%

7.7%

1.5%

2.3%

8.0%

9.5%

4.3%

3.2%

1.1%

男性（253人）

女性（282人）

男性 29歳以下（14人）

30～39歳（22人）

40～49歳（26人）

50～59歳（40人）

60～69歳（65人）

70歳以上（86人）

女性 29歳以下（14人）

30～39歳（25人）

40～49歳（42人）

50～59歳（46人）

60～69歳（62人）

70歳以上（93人）

親が口出しすべきことではないので、子どもの意志を尊重する

親としては反対するが、子どもの意志が強ければ仕方ない

家族の者や親戚の反対があれば、結婚を認めない

絶対に結婚を認めない

その他
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（２）仮に、あなたが同和地区の人と知り合い、結婚しようとしたとき、親や親戚から

強い反対を受けた場合、あなたはどうしますか。（○は１つ）（※1） 

 

 

 

 

 
※1 平成 23年調査及び平成 27年調査では、未婚の方のみに回答を求めていた。 

  

自分の意志を貫いて結婚する, 
28.5%

親の説得に全力を傾けた後に、自分の意

志を貫いて結婚する, 49.2%

家族の者や親戚の反対があれば、結婚し

ない, 12.8%

結婚をあきらめる, 5.3%
その他, 4.2%

28.5%

49.2%

12.8%

5.3%

4.2%

25.8%

47.4%

13.4%

7.2%

6.2%

26.2%

54.8%

16.7%

0.0%

2.4%

自分の意志を貫いて結婚する

親の説得に全力を傾けた後に、

自分の意志を貫いて結婚する

家族の者や親戚の反対があれ

ば、結婚しない

結婚をあきらめる

その他

今回調査(530人)

平成27年調査(97人)

平成23年調査(42人)

今回調査(530人) 
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《今回調査の性別・年代別の比較》 

 

  

34.0%

23.2%

28.6%

45.5%

30.8%

42.5%

31.3%

30.9%

21.4%

36.0%

21.4%

17.4%

26.2%

21.7%

46.6%

52.0%

64.3%

50.0%

53.8%

42.5%

50.0%

39.5%

78.6%

48.0%

57.1%

60.9%

54.1%

39.8%

10.1%

15.5%

4.5%

7.7%

5.0%

7.8%

18.5%

8.0%

14.3%

8.7%

9.8%

28.9%

6.1%

4.8%

7.1%

5.0%

7.8%

8.6%

4.8%

4.3%

8.2%

4.8%

3.2%

4.4%

7.7%

5.0%

3.1%

2.5%

8.0%

2.4%

8.7%

1.6%

4.8%

男性（247人）

女性（271人）

男性 29歳以下（14人）

30～39歳（22人）

40～49歳（26人）

50～59歳（40人）

60～69歳（64人）

70歳以上（81人）

女性 29歳以下（14人）

30～39歳（25人）

40～49歳（42人）

50～59歳（46人）

60～69歳（61人）

70歳以上（83人）

自分の意志を貫いて結婚する

親の説得に全力を傾けた後に、自分の意志を貫いて結婚する

家族の者や親戚の反対があれば、結婚しない

結婚をあきらめる

その他



18 

14 同和問題に関する人権問題 

問 14 あなたは、同和問題に関し、現在、どのような人権上の問題が起きていると思い

ますか。（○はいくつでも） 

 
※1 今回調査から新たに追加した。 

 

15 同和問題に対する考え方 

問 15 同和問題に対するあなたの考え方はどうですか。（○は１つ） 

 

  

41.6%

28.4%

24.5%

17.6%

17.4%

16.0%

6.4%

1.4%

10.7%

23.6%

4.0%

49.0%

37.1%

28.8%

20.4%

15.0%

6.8%

1.1%

9.4%

21.4%

11.0%

結婚で周囲が反対すること

身元調査をすること

差別的な言動をすること

就職・職場で不利な扱いをすること

家を購入したり建てたりする時にその土地が

同和地区でないか調べること （※1）

インターネットやSNS上で差別的な情報を掲

載すること

差別的な落書きをすること

その他

特に問題だと思うことはない

わからない

無回答
今回調査(580人)

平成27年調査(618人)

26.4%

18.1%

6.7%

4.3%

30.9%

6.9%

6.7%

50.6%

10.7%

3.1%

3.1%

20.9%

6.1%

5.4%

基本的人権に関わる問題だから、自分自身

もこの問題の解決に向けて努力しようと思う

自分ではどうしようもない問題だから、成り

行きにまかせるより仕方がないと思う

同和地区以外の人には直接関係のない問

題だと思う

自分ではどうしようもない問題であり、誰か

が解決してくれると思う

よく考えていない

その他

無回答
今回調査(580人)

平成27年調査(607人)
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16 同和問題の解決方法 

問 16 同和問題を解決するためには、どのようなことが必要だと思いますか。 

（○はいくつでも）（※1） 

 

※1 平成 27年調査では、「○は 3つまで」としていた。 
※2 今回調査から削除した。 

 

17 外国人の人権問題 

問 17 外国人の人権について、特にどのようなことが問題だと思いますか。 

（○はいくつでも） 

 
※1 「わからない」という選択肢は、県調査（平成 28年度）にはない。 
  

50.9%

22.8%

22.4%

16.6%

15.0%

11.6%

6.4%

5.5%

2.9%

15.3%

3.3%

43.4%

27.6%

26.0%

3.4%

26.3%

18.5%

6.3%

25.2%

4.7%

9.2%

4.7%

差別をなくし人権を大切にする教育・啓発活

動を推進する

同和問題に関する相談体制を充実させる

同和問題について、自由な意見交換ができ

る環境をつくる

同和地区の人が、差別を受けないように努

力する

同和地区の住宅環境や生活環境を整備・

改善する

時がたてば同和問題は自然に解決するの

で、そっとしておく

同和地区の人が、同和地区外に分散して居

住する

えせ同和行為を排除する （※2）

その他

特にない

わからない

無回答
今回調査(580人)

平成27年調査(620人)

44.0%

41.2%

30.7%

21.7%

17.8%

1.4%

9.0%

16.7%

2.6%

46.9%

33.0%

28.4%

16.2%

18.0%

2.5%

18.4%

7.3%

日常生活に必要な情報や地域の文化・慣習

がわからず、日常生活に支障をきたすこと

日本人の異文化理解が十分ではなく、外国

人に対する偏見を生みやすいこと

日本語学習や日本の生活習慣を学習する機

会が少ないこと

就職や職場で不利な扱いを受けること

在住外国人の子どもが学校教育において不

利な扱いを受けること

その他

特に問題だと思うことはない

わからない （※3）

無回答
今回調査(580人)

県調査（平成28年度）（1088人）
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18 患者及び感染者等の人権問題 

問 18 ＨＩＶ（エイズの原因ウイルス）感染者、肝炎ウイルス感染者、新型コロナウイ

ルス感染者などの人権について、特にどのようなことが問題だと思いますか。 

（○はいくつでも） 

 
※1 「わからない」という選択肢は、県調査（平成 28年度）にはない。 

 

19 ハンセン病回復者とその家族の人権問題 

問 19 ハンセン病回復者とその家族の人権について、特にどのようなことが問題だと思

いますか。（○はいくつでも）（※1） 

 

※1 平成 27年調査では、「○は 2つまで」としていた。 
  

62.4%

56.6%

24.0%

23.3%

21.2%

0.5%

2.9%

10.3%

2.9%

68.2%

38.7%

26.1%

22.1%

11.6%

1.5%

9.8%

6.4%

周囲の人たちの病気についての認識や理解

が十分でないこと

本人・家族が世間から偏見の目で見られる

こと

治療に対する社会的支援が不十分なこと

病気や治療に対する相談体制が十分でない

こと

感染者が退職や退学に追い込まれているこ

と

その他

特に問題だと思うことはない

わからない （※1）

無回答
今回調査(580人)

県調査（平成28年度）（1088人）

39.7%

37.4%

26.2%

0.9%

7.1%

11.9%

21.4%

2.2%

37.8%

39.3%

24.5%

0.6%

6.8%

13.1%

21.7%

4.0%

ハンセン病回復者とその家族に対する偏

見・差別が残っていること

学校や地域におけるハンセン病についての

教育・啓発活動が不十分であること

ハンセン病回復者の社会復帰に対する支援

が不十分であること

その他

特に問題だと思うことはない

ハンセン病について知らない

わからない

無回答
今回調査(580人)

平成27年調査(649人)
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20 犯罪被害者とその家族の人権問題 

問 20 犯罪被害者とその家族の人権について、特にどのようなことが問題だと思います

か。（○はいくつでも） 

 
※1 「わからない」という選択肢は、県調査（平成 28年度）にはない。 

 

21 刑を終えて出所した人の人権問題 

問 21 刑を終えて出所した人の人権について、特にどのようなことが問題だと思います

か。（○はいくつでも） 

 

※1 「わからない」という選択肢は、県調査（平成 28年度）にはない。 

  

69.3%

63.1%

55.0%

27.1%

0.2%

1.4%

10.2%

2.6%

69.8%

62.3%

47.8%

29.4%

1.7%

4.9%

5.7%

マスメディアによる行き過ぎた取材で、平穏

な生活やプライバシーが侵害されること

周囲の無責任なうわさ話による二次的被害

があること

被害者の写真や経歴などの情報が、イン

ターネットなどで拡散すること

被害者の経済的・心理的悩みについて、地

域や職場・学校などでの理解が得られない

こと

その他

特に問題だと思うことはない

わからない （※1）

無回答
今回調査(580人)

県調査（平成28年度）（1088人）

60.7%

37.4%

25.5%

23.6%

21.9%

1.6%

6.0%

20.2%

4.1%

65.1%

36.8%

23.3%

24.4%

18.4%

3.6%

14.5%

6.7%

出所した人に対する偏見があること

就職・職場で不当な扱いを受けること

嫌がらせや、差別的な言動をされること

結婚の際に、周囲に反対されること

アパートなどの入居を拒否されること

その他

特に問題だと思うことはない

わからない （※2）

無回答

今回調査(580人)

県調査（平成28年度）（1088人）
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22 インターネットや SNSによる人権侵害 

問 22 インターネットや SNSによる人権侵害について、どのようなことが問題だと思い

ますか。（○はいくつでも）（※1） 

 
※1 平成 27年調査では、「○は 3つまで」としていた。 
※2 今回調査から新たに追加した。 

 

23 性的少数者の人権問題 

問 23 性的少数者の人権について、特にどのようなことが問題だと思いますか。 

（○はいくつでも） 

 
※1 「わからない」という選択肢は、県調査（平成 28年度）にはない。 
  

78.6%

57.1%

49.1%

47.8%

44.1%

34.5%

30.3%

0.7%

1.2%

9.7%

2.8%

54.4%

51.2%

33.3%

42.5%

16.3%

17.1%

10.5%

2.5%

6.6%

6.8%

他人を誹謗中傷する表現を掲載すること

子どもたちの間で、インターネットやSNSを利

用した「いじめ問題」が発生していること

個人情報の不正な取扱いや流出などが発生

していること

出会い系サイトなど、犯罪を誘発する場と

なっていること

差別を助長する表現を掲載すること

ネットポルノ（児童ポルノを含む）が存在して

いること

捜査の対象となっている未成年者の実名や

顔写真を掲載すること

その他

特に問題だと思うことはない

わからない （※2）

無回答
今回調査(580人)

平成27年調査(649人)

50.2%

40.3%

25.5%

21.4%

8.8%

0.3%

7.6%

21.7%

3.8%

51.7%

38.5%

31.5%

20.7%

8.3%

1.9%

16.0%

7.8%

性的少数者の問題に対する理解が足りない

こと

差別的な言動をされること

じろじろ見られたり、避けられたりすること

就職・職場で不当な扱いを受けること

店舗への入店や施設利用を拒否されること

その他

特に問題だと思うことはない

わからない （※3）

無回答

今回調査(580人)

県調査（平成28年度）（1088人）
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24 ヘイトスピーチについて 

問 24 ヘイトスピーチ（※1）がなくならないのは、何が問題だと思いますか。 

（○はいくつでも） 

 
※1 「ヘイトスピーチ」：特定の国の出身者であること又はその子孫であることのみを理由に、日本社会から追い

出そうとしたり危害を加えようとしたりするなどの一方的な内容の言動。 

 

25 人権が尊重される社会に向けた取組 

問 25 人権が尊重される社会を実現するために、行政の施策としてどのような取組が必

要だと思いますか。（○はいくつでも）（※1） 

 

※1 平成 27年調査では、「○は 3つまで」としていた。 

  

38.8%

27.2%

20.5%

9.7%

1.4%

1.7%

35.9%

4.7%

31.4%

29.2%

20.1%

15.1%

1.7%

3.0%

34.1%

9.1%

人権教育や啓発が不十分だから

処罰する法律がないから

インターネット上での掲載が禁止されていな

いから

デモ行為を認めないなどの警察の取り締ま

りが不十分だから

いずれは沈静化するので問題ない

その他

わからない

無回答
今回調査(580人)

県調査（平成28年度）（1088人）

56.4%

53.8%

36.0%

31.0%

24.5%

21.0%

2.6%

1.4%

9.3%

3.4%

48.5%

41.9%

35.9%

37.3%

21.6%

22.3%

3.1%

1.7%

7.6%

4.8%

学校での人権に関する教育を充実させる

人権に関する意識を大人がしっかりと持つ

よう、啓発、研修を充実させる

行政機関が、人権侵害を受けた人や、社会

的に弱い立場にある人を支援・救済していく

社会に見られる不合理な格差を解消するた

めの施策を充実させる

公務員など公的職場に勤める職員が人権

意識をしっかり持つ

人権侵害を行った人に対し、法的な規制を

する

現状の社会で十分人権は尊重されており、

新たな取組は必要ない

その他

わからない

無回答
今回調査(580人)

平成27年調査(649人)
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26 人権尊重のための学校教育 

問 26 人権を尊重する心や態度を育み、実践行動に移せる力を育てるために、学校にお

いてどのような教育を行ったらよいと思いますか。（○はいくつでも）（※1） 

 
※1 平成 27年調査では、「○は 2つまで」としていた。 
※2 平成 27年調査では、「歴史的な経過や、差別の現状などが理解できる教育を進めればよい」としていた。 
※3今回調査から新たに追加した。 

  

66.6%

61.9%

47.8%

44.0%

40.9%

1.7%

1.0%

3.4%

3.1%

56.9%

48.2%

30.2%

28.8%

12.2%

2.3%

0.8%

4.6%

人を大切にする心や態度について育む教育

を行う

自分自身を大切にする心や、人としての生

き方を育む教育を行う

「差別をするのは悪いことである」という意識

を持たせる教育を行う

障がいのある人や高齢者などとのふれあい

の場を多くし、交流体験を通じた教育を行う

さまざまな差別に対して、差別の現状などが

理解できる教育を行う （※2）

その他

特に必要だと思うことはない

わからない （※3）

無回答
今回調査(580人)

平成27年調査(649人)
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過去の研修会への参加状況について 

あなたは、過去３年くらいの間に、人権問題に関する講演会や研修会に、何回くらい参

加しましたか。（○は１つ） 

 

 

 

 

 

今後の研修会への参加について 

今後、人権問題の講演会や研修会があれば、参加されますか。（○は１つ） 

 

 

 

  

3回以上, 10.2%

1～2回, 14.8%

参加したことがない, 
70.9%

無回答, 4.1%

ぜひとも参加したい, 4.5%

できれば参加したい, 49.8%

参加するつもりはない, 
40.9%

無回答, 4.8%
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《年代別の比較》 

 

 

 

《仕事別の比較》 

 

 

4.8%

7.1%

15.2%

2.8%

4.7%

5.4%

2.2%

52.5%

46.4%

43.5%

50.0%

55.3%

53.8%

54.4%

42.7%

46.4%

41.3%

47.2%

40.0%

40.8%

43.4%

「年齢」回答者（543人）

29歳以下（28人）

30～39歳（46人）

40～49歳（72人）

50～59歳（85人）

60～69歳（130人）

70歳以上（182人）

ぜひとも参加したい できれば参加したい 参加するつもりはない

4.8%

6.6%

22.6%

5.6%

3.7%

2.6%

8.3%

0.8%

52.6%

50.8%

54.8%

51.7%

59.8%

78.9%

48.1%

66.7%

46.2%

42.6%

42.6%

22.6%

42.7%

36.6%

21.1%

49.4%

25.0%

52.9%

「仕事」回答者（544人）

自営業（61人）

公務員、教員（31人）

民間企業・団体勤務者

（143人）

派遣・契約・非常勤・臨

時・パート社員（82人）

その他（19人）

家事専業（77人）

学生（12人）

職業には就いていない

（119人）

ぜひとも参加したい できれば参加したい 参加するつもりはない


